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1996年 10月に誕生した「県短生協」は、15歳になりました。2009

年には、新潟県立大学が開学し、「新潟県立大学・県立新潟女子短期大

学生活協同組合」という、日本で一二を争う長い名前になりましたが、

2012年 3月をもって県短の歴史に幕が下りるのに伴って、ふたたび名

前を変え、春からは「新潟県立大学生協」となります。 

 

県立新潟女子短期大学最後の卒業生となった皆さん、ご卒業おめでとう

ございます。短大の看板は下ろされますが、みなさんの活躍が続く限り、

県短は不滅です！ 

 

新潟県立大学第 4期生の皆さん、ご入学おめでとうございます。みな

さんが来てくれて、ようやく 4学年が揃いました。まだこんなに若い

大学です。歴史も伝統もこれから作ろうとしているところですから、そ

の輪にぜひ加わってください。 

 

そして在校生の皆さん。生協はいつも、みなさんの学生生活を一番近く

で支える存在でありたいと思います。そして生協もまた、みなさんの支

えが必要です。これからもよろしくお願いします。新しく生まれ変わる

学生ホールを旗印にして、みんなで新潟県立大学を盛りあげていきまし

ょう！ 

 

 

新潟県立大学・県立新潟女子短期大学生活協同組合 

教職員フォーラム 
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人間生活学部 健康栄養学科 村松 芳多子 

正しいパンツのたたみ方 

南野忠治 著 岩波ジュニア新書 

 高校で英語の教鞭に立っていた教諭のお話です。英語の先生だったはずが、13年後

に家庭科の先生になり、「生活力を身につけろ！」を生徒たちに教えています。人生は

自分で切り拓いてゆくものです。その大前提が「生活力」です。生活力アップのガギ

は家庭科にあるのです。具体的に役立つ生き方勉強法（新しい家庭科勉強法）を学び

ましょう。   

 家庭科を学ぶ意味（パンツのたたみ方など）、いま、生きているワタシ（朝ご飯を考

える、自立ってなんだろう？ 勉強ってなんだろう？など）、家族の中で生きる（家族

って誰のこと？ 家族の食卓、「理想の結婚相手」で考える人間関係など）、社会の中

で生きる（働くということ、お金はこわい！ 老後に備える、パーソナルな技術がな

ぜ必要かなど）、ゆたかに生きるためのスキル（あなたの遊びはどのレベル？ メッセ

ージを送り続けるなど）を体験をもとに紹介しています。 

 

日本人の 9割に英語はいらない 

成毛眞 著 祥伝社 

 著者の成毛眞氏はマイクロソフト日本法人元社長です。グローバリゼーションが進

んでも、外国人を相手にしなければならない人が英語を使えれば十分という考え方を

説いています。労働者のほとんどが日本人であるのに、日本の会社が英語を社内公用

語にすることは勧めない。日本語を流暢に話す外国人の方も会話はできても、理解は

半分ということを聞きます。なぜなら、英語を話すことのためにエネルギーを費やし、

本来の業務である仕事力が落ちること、また英会話ができるということを大前提に採

用しても仕事能力「０（ゼロ）」ということもあり、会社の大損失になるからです。「英

語ができてもバカはバカ」はこれにつながります。仕事能力と語学能力は別というこ

と？です。著者は英語力よりもゴルフを勧めています。さあ、みなさんゴルフを始め

ましょう！ 
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「裏日本」文化ルネッサンス 

 NPO法人 頸城野郷土資料室 編  

（石塚正英・唐澤太輔・工藤豊・石川伊織 著） 社会評論社 

 始めにこの本の楽しみ方をご紹介します。駅弁を買い込んで信越本線の電車に乗り

ます。そしてのんびりこの歴史書を電車の中で読むことが醍醐味です。意味不明かも

しれませんが、信越本線が裏の奥であるからです。電車の中で「裏」と「奥」を感じ

て欲しいと思います（のんびりする時間のない方は、現代路線地図を片手に見ながら

楽しんでいただきたいです）。 

 東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）の際には、太平洋側の輸送手段は寸断され

ました。さまざまな物資を輸送する手段に裏日本ルートが頻繁に利用されたていたの

はご存じでしたか？実は裏日本ルートには歴史があるのです。太平洋側育ちの私は、

日本海側に来たときに移動の不便さを感じました。太平洋側は東海道本線（複線）と

新幹線があり、どこへ行くのも短時間移動が可能でした。日本海側は隣県に行くのさ

え 1日かかってしまう始末です（なんて不便な地域！という印象があります）。日本の

鉄道政治の失敗ではないか？と思った時にこの本に出会いました。北陸新幹線の開通

が待ち遠しい方もいるでしょうが、現地の人々の思いとインフラ整備の歴史、裏日本

文化を考えてみませんか。 
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国際地域学部 国際地域学科 小谷 一明 

HIROSHIMA 

小田実著 講談社文芸文庫 1997 

この小説の舞台は第二次世界大戦前夜から戦後にかけての世界空間だ。冒頭はニュ

ーメキシコなどアメリカ南西部が舞台となる。そこに住む先住民のなかに、非戦の伝

統から良心的懲役拒否を宣言した人たちがいた。彼らは投獄・逮捕されたりしたが、

その生地・聖地で原爆実験が行われる。ここから物語の縦糸、横糸が無尽の如く交差

する。先住民と日系人の共時性、帰郷した二世と疎開した大阪人、在日朝鮮人とのす

れちがい、そしてアジア侵略が「ホロコースト」とタイトルのヒロシマに結びつき、

アメリカ西部へと引き戻されていく。小説は惑星的な想像に乗り、終わりを知らない

旅のように進んでいく。 

 

原爆の子（上下） 

長田新編 岩波文庫 1990 

教育学者の長田新（おさだあらた）は、戦後まもなく小学生から大学生までを対象

に、広島で原爆が落とされた当時のことについて聞き取り調査を行った。投下から六

年後、その成果が証言集として出版される。主な内容は、一九四五年八月六日の瞬間

の記憶や、GHQによる占領が終わった五一年までの生活についてである。読み進める

につれ、気づくと「ドーン」とか「ピカッ」といった表現が出てくることを期待して

いる自分に気づく。それほどに「瞬間」は知りえず、不謹慎ではあるが同時にその淵

へと引き込まれてしまう。そして次第に、言いしれぬ気分の悪さがつのってくる。酩

酊のなかの嘔吐感のような気分だ。バラック生活、原子野に住み始めた非広島出身者、

原子力の未来に対する期待など、驚きの多い本だった。 
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国際地域学部 国際地域学科 板垣 俊一 

夢酔独言 

勝 小吉著 平凡社刊 1969 

 勝海舟といえば幕末に咸臨丸で日本人による初の太平洋横断に成功した人物、また

江戸城の無血開城を行なった人物として著名である。この人の家系は越後とも関係が

あって、彼の曾祖父にあたるひとは柏崎出身の盲人、米山検校という人であった。検

校といえば盲人の最高位であり、その子平蔵は江戸で旗本になっている。ここに紹介

する本の著者勝小吉はその実子である。また勝小吉は海舟の父親である。海舟と比べ

るとその父はなんとも始末におえない「非行少年」「不良青年」であったらしい。その

人物が四十歳ごろ殊勝にもみずからの行動を反省して、それまで自分が行なった愚行

を記して、子孫の教訓にしようとした書である。本人みずから言う。「おれほどの馬鹿

な者は世の中にもあんまりあるまいと思ふ」と。そしてまた「男たるものは決してお

れが真似をばしないがいい」と。自分の愚かさをさらけ出して反面教師の家訓を残す

というのだが、そんなことは聞いたこともない。それがまた常識はずれなことである

からおもしろい。 

 子どもの頃は喧嘩ばかりやっていた。また、家出して東海道を乞食になってさまよ

った。盗みもし、嘘をついて人もだました。剣術の修行をしては道場破りをした。や

りたい放題のあと、四十歳の時に二年近く謹慎処分にあって外出を止められた。彼は

そのとき読書などをしながら自分の人生を反省し、本書をしたためたのである。学問

などはしなかったから人並みの文章も書けない。すべて話し言葉である。 

 推薦者はこの書を坂口安吾の評論によって読んでみる気になった。 
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国際地域学部 国際地域学科 山中 知彦 

震災トラウマと復興ストレス 

宮地尚子 岩波ブックレット No.815 本体価格 500円 

3.11後、震災に係る様々な書誌が出版されました。私が目を通せたのはその中の限

られた数冊ですが、本書ほどすべての人々への支えを意識した書誌は無かろうと思い

ます。精神科医である著者は、自身の提起する「環状島」という極めて説得力のある

モデルを援用し、被災者・支援者・傍観者（著者は「被災地から遠い人たち」と表現）

すべてへの思いやりをもって、震災という非常時に露呈する日常に潜在する私たちの

心理を解説してくれています。今までに私が読んだ中でも最も実直なあとがきを含め、

冊子そのものが臨床心理療法になっているように感じます。震災に接し、どこか虚し

さを感じている君たちに一読をお勧めします。 
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国際地域学部 国際地域学科 山田 佳子 

デフ・ヴォイス 

丸山正樹 文藝春秋 

 「手話」は身振り手振りだと思っている人も多いかもしれませんが、独自の文法体

系を持つ一つの「言語」です。そして手話はそれを使う人々の文化の一つでもありま

す。「異文化交流」、「異文化理解」と言うと、ついつい外国人や外国文化を思い浮かべ

がちですが、もっともっと身近なところに知るべき文化が存在しています。手話を学

ぶことは福祉としても必要ですが、私は言語として、異文化としても以前から手話に

関心を持ってきました。でもこの本を読んで、自分の理解がいかに浅かったかを知り

ました。とは言っても、この本は解説本などではまったくなく、推理仕立ての小説で

す。このような形で手話を使う人々の世界を書いた本はかつてなく、画期的と言える

でしょう。是非、この身近な異文化の扉を開いてみてください。 

 

耳の聞こえない私が４カ国語しゃべれる理由 

金修琳 ポプラ社 

  著者は「耳の聞こえない」韓国人女性です。幼い頃聴覚を失い、訳あって日本で暮

らすようになったために日本語を「口話」（相手の口の動きを読んで会話すること）で

覚え、自ら希望してイギリスに留学して英語を学び、旅をしてスペイン語をマスター

しました。そしてついに外資系の一流企業に就職しました。単なる成功談と言ってし

まえばそれまでかもしれませんが、そこに辿り着くまでの過程はちょっと想像してみ

てもわかるとおり、まったく人並ではありません。幼い頃から数々の逆境を乗り越え、

自らの望む「幸せ」に向かって前向きに生きる彼女の姿にただただ驚かされるばかり

です。 
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国際地域学部 国際地域学科 石川 伊織 

パラーディオのローマ 古代遺跡・教会案内 

パラーディオ著：ヴォーン・ハート／ピーター・ヒックス編 
桑木野幸司訳 白水社 

パラーディオは、16世紀のイタリアの建築家です。1554年に出版された手のひら

サイズのローマ案内のガイドブックが大ヒットしました。本書はその翻訳です。かれ

の主著はこれとは別にあって、専門家や王侯貴族に向けて書かれたものでしたが、本

書は素人向けのちょっとした観光ガイドです。しかし、この訳書が面白いのは、パラ

ーディオが紹介している建物や遺跡の図面を、かれの主著その他から持ってきて挿入

しているほかに、それらの建物や遺跡の現在の状況をたくさんの写真で紹介している

ところです。ことによると、1554 年の原書よりもより素人向けになっているんじゃ

ないかと思います。今でもなお、ローマ観光のガイドブックに使えそうですよ。それ

にしても、500 年近く経っても使えるガイドブックもすごいけれど、そのころと同じ

建築が今でも多数街の中に存在しているローマという都市もすごいです。京都でさえ、

市内の建築物などほとんどが江戸時代のもので、それより古いものは数えるほどしか

ありません。これは、素材が石材が木材かというちがいだけではなくて、都市計画と

いう思想それ自体に問題があるのだろうと、私は思います。 

 

 

ジャック・ルーボーの極私的東京案内 

ジャック・ルーボー著 田中淳一訳 水声社 

フランス人の詩人が東京に長期滞在して書いた、東京の詩とでもいうべき旅行記。

新宿から始めて山手線を時計回りに、一駅ごとに降りて、詩作しながら彷徨います。

たとえば、新宿御苑で彼に話しかけてきたハルミという女性と交わした詩。 


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彼   The sun  

        shines  

    from the tree  

     and Harumi’s eyes  

        shine  

           from the sun  

ハルミ jacques loves walking  

     I love eating  

     God loves smiling  

     and the sun is moving  

これって、連歌？  

しかし、傑作は、西新宿の TOTOのショールームで見たウォシュレットだったみた

いです。この記述が一番長い！ 抱腹絶倒ですが、なんとなく泣ける、いい旅です。  

 

 

 

 

 

タモリの TOKYO坂道美学入門 

タモリ 講談社 

いい旅といえば、ブラタモリでしょう。あの放送が始まったときは、私は、「これ、

受けるんだろうか？」と思たんですね。だって、ああいうことは地理や歴史に関心の

ある人なら誰でも、むかしからコツコツやっていたことだし、そういうことをする人

たちはオタク呼ばわりされて、苛められていたから。タモリさん（番組中ではタモリ

さんを呼び捨てにした小学生が叱られてましたよね）がああいうことをやるから、番

組になるのかなとも思いましたが、かれの薀蓄はなかなか深い。これまで、オタクが

後ろ指さされながらやってきたことがみんなに評価され始めたのだから、それはそれ

で結構なことです。で、このタモリさんが出した東京の坂道の本です。再開発されて、

江戸時代の面影は残っていないかとも思われる東京ですが、どうして、特に坂は江戸

時代のままの位置で江戸時代のままの名前で残っている例が大変多いのですって。さ

て、新潟の現在はどうかな？ ソウルにならって西堀ローザをほじくり返し、堀を復

活させるのはどうかしら？ 
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The Long Goodbye 

Raymond Chandler  

長いお別れ 

清水俊二訳 ハヤカワ文庫 

ロング・グッドバイ 

村上春樹訳 ハヤカワ文庫 

村上春樹さんは、サリンジャーの新訳を出して以来、次々と古典的名作の新訳を手

がけています。ハードボイルドの名手・チャンドラーのこの本は、「さよならを言うこ

とは、ほんの短い間死ぬことだ」という名台詞で有名だし、夕方早い時刻にだれも客

のいないうちのバーで飲むギムレットでも有名ですが、これを村上さんの新訳で読む

のは心地よいです。古い清水さんの訳も、なかなかに渋いのですが、ハヤカワ文庫は

清水さんの旧訳も村上さんの新訳も両方刊行してくれています。これもなかなか渋い

配慮です。ハードボイルドの本質とは何かについては、私も考えるところがあります。

内藤珍さんも亡くなったことだし、ここらで新訳を読みつつ考えてもいい時代なのだ

と思います。チャンドラーは、同じく清水さんの旧訳と村上さんの新訳でFarewell, My 

Lovelyもハヤカワ文庫から出ています。清水訳は『さらば愛しき女よ』、村上訳は『さ

ようなら、愛しい人』。 
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原発依存と地球温暖化論の策略 

中野洋一 法律文化社 

地球温暖化論というのは、原発推進派がでっち上げたインチキ理論だという主張を

真っ向から展開する経済学者の本。ウソか本当かは、読んでみてから考える必要があ

るでしょう。何しろ、縄文時代の日本の海岸線は、今よりはるかに内陸に位置してい

て、そのころの平均気温は今よりはるかに高かったのです。そしてこれは、温室効果

ガスの問題ではなく、間氷期の普通の現象でした。しかも、日本では大きくは取り上

げられなかったけれど、IPCCの秘密文書がハッキングによって暴露されてしまって、

温室効果ガス説をめぐって、でっち上げや利権がらみのドタバタがあることが判明し

てしまいました。そもそも温室効果ガス説に科学的根拠が希薄なことが知られるよう

になってしまいました。これはもうスキャンダルです。もう、利権と結託した自然科

学者の暴走に付き合うのはやめる時期です。 

関東大震災・日本国有鉄道震災日誌 

鉄道省編・老川慶喜解題 日本経済評論社 

先ごろ、毎日新聞社が「第 32回毎日経済人賞」を JR東日本の清野智社長に授与し

ました。理由は、震災にもめげず、東北新幹線を早期に復旧させたから、だそうです。

笑わせてはいけません。採算の取れそうにない東北の在来線は復旧の見こみすら立っ

ていません。それもこれも、自治体の再建計画が立っていないからだと、JRは人のせ

いにしています。しかし、関東大震災の時は、その日のうちに被災地東京の鉄道は復

旧・運行が始まり、約 2 か月で震災前の状態にもどっています。当時は列車は SL が

引っ張っていて、線路さえつながれば、電気なんかなくてもすぐにでも列車が動けた

から、というのは確かです。しかし、自治体の発表を待っていたりはしませんでした。

行政のせいになんかしませんでした。とにかく復旧。その意味では三陸鉄道は数日後

には動かせるところから動かしているのですから、鉄道人としての気概という点で大

変に立派でした。JRは三陸鉄道の爪のアカを煎じて飲ませていただくべきです。経済

人賞なんて大笑いです。というわけで、関東大震災の時の当時の日本国有鉄道の震災

日誌が本書です。奇麗事を言う嘘つきどもに騙されないようにするには、事実に基づ

く研究以外にはありません。原資料を直接読みましょう。 
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エロティック・ジャポン 

アニエス・ジアール にむらじゅんこ訳 河出書房新社 

日本のオタク文化を研究するフランスきっての研究者による、日本のアンダーグラ

ウンド文化、とりわけ性風俗についての研究書。どこで集めたのか、写真や図版が多

数！ 多少の誤解はあるけれど、これは実に浩瀚な研究書です。これと比べたら、京

都大学人文科学研究所共同研究班が出版した、共同研究のまとめ『共同研究 ポルノ

グラフィー』（大浦康介編、平凡社）なんか、所詮は子どものお遊びです。こういう下

世話な研究をするのに、なぜ京大の先生たちは奇麗事に終始するのでしょうか。 
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国際地域学部 国際地域学科 荒木和華子 

アメリカ合衆国と中国人移民― 

歴史のなかの「移民国家」アメリカ 
貴堂嘉之（きどうよしゆき）著 名古屋大学出版会 

初版発行が 2012 年 2 月 29 日ですから、出版したて「ほやほや」の本をご紹介し

ます。著者は現在、アメリカ史学において人種、国民国家、ジェンダー論に関する

cutting edge（最先端）の研究をおこなっており、最も注目されている中堅の研究者

です。これまで多々の重要な研究書や学会誌において、研究会・学会を揺るがすよう

な論考を発表し、まさにこの分野の研究の発展において中核を担っておられる著者に

よる、待望の初の単著が今回出版されました。著者があとがきにおいて、「アジア系ア

メリカ人史やアメリカ移民史の専門家のみならず、中国近代史や日本近代史に関心を

持つ方々、奴隷や不自由労働を含む国際労働力移動の歴史や理論、環太平洋/環大西洋

史のグローバル・ヒストリー、オリエンタリズムや人種主義、差別の歴史に興味を持

つ方々にも広く手にしてもらえることを期待し[ている]」（275－276頁）と自ら述べ

たように、スケールが膨大であり、それでいて歴史的実証度と理論的なレベルの高さ

においても他に凌駕するものはないほどの研究書として仕上がっており、紹介者が

300％の自信を持って読者に推薦します。ただし専門書であり、密度が濃く、難易度

も高いため、読破することは容易ではないかもしれません。アメリカ合衆国における

移民制度確立のプロセスに関する歴史研究ですが、日本に暮らす私たちが「他者」と

の関係の歴史について省察する際にも、この著作は極めて有効です。帯には「アジア

から問い直す」とあります。近代西洋社会における国家による管理体制の生い立ちを、

「アジアから問い直す」と、どのような答えが導きだされるのでしょうか？外国人や

移民に対する排他的な運動や「まなざし」はどのようなプロセスを経て正当化され、

それらのプロセスに携わった人々に（人権派にとっては皮肉にも）市民権を獲得させ

たのでしょうか？本書を紐解いてみませんか？ちなみに私は、今後長くにわたり読み

継がれること間違いのないこの「新たな古典」の誕生に立ち会いながら越年し、ラッ

キーな 2012年を確信したのでした。 
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国際地域学部 国際地域学科 渋谷 義彦 

ケースで学ぶ異文化コミュニケーション 

―誤解・失敗・すれ違い― 
久米昭元・長谷川典子著 有斐閣選書 

 本書は「異文化コミュニケーション（Intercultural Communication）」の入門書と

して優れています。２１世紀のグローバル化する日本社会において、「異文化コミュニ

ケーション」すなわち「文化的背景を異にする存在同士のコミュニケーション」は教

養の一つとしてますます重視されていくでしょう。しかし、このクールな名称の内実

は、大変に悩ましく、時にはその人の自尊心すら危うくしてしまうものです。しかし、

私たちはもう異文化接触を避けては通れない時代に入りました。本書は、文化の定義

を「一定の地域の中で長年の間に築き上げられ、人々の頭の中に蓄積された「共通の

思考体系」」としていますが、さらに広い意味で、世代やジェンダーの違いによる文化

も視野に入れています。本書では、在日韓国人、留学生、旅行者、帰国児童・生徒、

海外赴任者、外交官、国際協力隊員などが異文化接触によって実際に体験した誤解・

失敗・すれ違いなどのエピソードや失敗事例、危機事例を紹介し、それらの原因を考

察しています。次に著者が要約した異文化摩擦の１２の要因は挙げておきます：  

 

1.「人みな同じ」の思い込み。「人間は所詮人間、わかり合える」という思い込みほど

危険なことはない。「違ってあたり前」と思った方が無難。 

2.「間違い探し？」の傾向。外見上の違いばかりに目を奪われると本当の相手が見え

なくなる。「人みな同じ」の思い込みとは逆説的だが、「共通点を探し合う」ことも大

事。「人みな同じ」という思い込みを排除しつつ「間違い探し」は慎むという離れ業が

必要。 

3. 意味は言葉にあり？「言葉の意味は、言葉に付随している」と思うと、言葉を使っ

て相手に伝えれば、意味は確実に伝わると思ってしまうが、「意味は人にあり」である。

たとえば「母」、「よい生徒」、「よい妻」は人によって思い浮かべるものは異なる。 

4. 非言語コミュニケーション①―時間感覚。文化によって時間に対する感覚が違うこ

とがある。時間を直線的にとらえて無駄を惜しむ Mタイム（ monochronic time）と

イベント中心でゆったりと流れる Tタイム(polychronic time)感覚がある。例えば、

駅で待ち合わせした日本人とケニア人が合う場所を間違えてしまった。日本人は 30

分待って帰ったが、ケニア人は６時間待った。 

5. 非言語コミュニケーション②―空間感覚。文化によって快適な対人距離と広さの感

覚が異なる。 
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6. 固定観念を抱く―ステレオタイプ。 

7. 人を見下す―偏見 

8. これだけは譲れない―価値観。 

9. これだけはしていけない―倫理観。 

10. 問題解決への道筋―思考法。 

11 一番賢いのは私たち？―自文化中心主義。 

12. ちょっと待て！―即断の傾向。自分の「ものさし」で一度評価や判断をしてしま

うとそれ以上考えなくなる。 

 

「異文化コミュニケーション」に関心のある方に推薦します。 

人間生活学部 子ども学科 小澤薫 

釜ヶ崎のススメ 

原口剛・稲田七海・白波瀬達也・平川隆啓 編著 洛北出版 

「釜ヶ崎」をという場所を知っていますか。大阪の JR環状線の「新今宮」が最寄り

駅。通天閣からも徒歩圏内。そこは日雇労働者の街。いまは「福祉の街」とも言われ

ている。生活保護の受給者が多く、立ち並ぶ宿泊施設の入り口や看板には「福祉の方、

歓迎」と書いてあるところも。この地域にも、もちろん保育園、児童館、小学校、中

学校がある。この地域には男性が多い、しかもひとり暮らし、さらにいま高齢化率は

40％を超えている。それでも早朝５時には、多くの人が仕事を求めてごった返す場所。

また、最近は、外国人バックパッカーがここを拠点に日本を旅するという。かつて日

雇労働者がここを拠点に全国を飛び回っていたように。本書はそんな釜ヶ崎という街

の歴史といまに触れることができます。それは、日本の歴史といまと未来。 
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人間生活学部 子ども学科 石井 玲子 

小澤征爾さんと、音楽について話をする 

小澤征爾・村上春樹 著 新潮社 

芸術分野で世界を代表する村上春樹氏と小澤征爾氏の対談の本です。村上氏は小澤

氏の生き方について、「ここまで『うん、それはわかるようなあ』と自然な共感を抱け

る人に巡り合ったことはなかった。」と語っています。この対談を読んでいると、音楽

と文学という領域は違っても、「自分の仕事に没頭している時が何よりも幸福」と感じ

ている 2人の共通点が発見できて面白いです。また、本物を追求している彼らの生き

方に、ほんの少しでも近づきたいと思いながら本を読み終えると、なぜか幸福な気分

になれました。クラシック音楽をよく知らない人でも、楽しめるのではないでしょう

か。 

 

「クラシック音楽」はいつ終わったのか？ 

―音楽史における第一次世界大戦の前後― 
岡田暁生 著 人文書院 

大戦勃発前の 1910年前後になると、一般聴衆にとって受け入れがたい種類の音楽、

娯楽として社会に受け入れられることを拒絶するような音楽が書かれ始めるようにな

ります。シェーンベルクの無調音楽、リヒャルト・シュトラウスのオペラ「サロメ」、

ストラヴィンスキーのバレエ「春の祭典」の音楽やピカソ・カンディンスキーの絵画

は、一体どのような社会的背景があって生まれてきたのか？音楽史にとって第一次世

界大戦は何であったのか？という疑問に答えてくれる本でした。「第一次世界大戦と音

楽」というテーマでの研究はまだ始まったばかりのようなので、著者の今後のさらな

る研究を期待しています。 
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よるくま（絵本） 

酒井駒子 偕成社 

私が今、最も気に入っている絵本を紹介します。我が家の子どもたち（4 歳と 2 歳

の双子）も大好きで、寝る前に「読んで、読んで」と頼まれて、毎晩読んでいる絵本

です。優しいタッチで描かれる人物のイラスト、よるくまの愛くるしい表情、印象的

な背景に加えて、「ああ あったかい。おまえはあったかいねえ。」などの言葉の選び

方のセンスが素敵で、子どもの目線と大人の目線の両方から、この“よるくま”の独特

な世界に入り込めるような絵本です。とにかく、読んでいる私自身がほっこりとした

気分、穏やかな気分になれて、大人にも子どもにもおすすめの絵本です。 
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国際地域学部 国際地域学科 福嶋 秩子 

井上ひさしの日本語相談 

井上ひさし 著 朝日文芸文庫（1995） 

日本語教室 

井上ひさし 著 新潮新書（2011） 

井上ひさしは日本語に造詣の深い作家である。もう３０年ほど前になると思うが、

週刊朝日に「日本語相談」というコラムがあり、国語学者の大野晋、作家の丸谷才一、

詩人の大岡信とならんで、日本語の語源・歴史・意味・文法・風俗など様々な疑問に

答えていた。最初にあげた一冊は、井上ひさし担当の回をまとめたものである。疑問

の一部を紹介すると、「なぜ「キラキラ」はカタカナなのか」、「日本語の音はいくつあ

るのか」「方言を正確に文字化できるのか」などである。二冊目は、２００１年に井上

ひさしが母校上智大学で行った伝説の名講義を文字化したものである。日本語の今、

歴史、音、表現について縦横無尽に語っている。井上ひさしといえば、思い出すのは

「吉里吉里人」であり、「国語元年」である。いずれも小説であるが、方言が重要な役

割を果たしている。「吉里吉里人」は、独立した東北の村をめぐる騒動を描いた小説で、

ルビ付きの方言会話が効果的に使われていた。後者は、NHKでドラマ化されたが、明

治期の人々がそれぞれの方言で話してお互いに通じない状況が面白く描かれていた。

（『井上ひさしの日本語相談』は手に入りにくいようだが、それ以外の上にあげた本と

四人全員のコラムをまとめた『日本語相談』１・２は本学図書館に所蔵されている） 
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「お笑い」日本語革命 

松本修 著 新潮社（2010） 

「マジ」も「キレる」も昔は使われていなかったことを知っているのは、何歳以上

だろうか。今だれもが使うようにみえるこれらのことばを広めたのはお笑い芸人だっ

た。著者は、「探偵！ナイトスクープ」をたちあげた朝日放送のプロデューサーである

が、番組で「アホ・バカ分布図」を作り、国語史文献の研究をして、本まで書いてし

まった（『全国アホ・バカ分布考 はるかなる言葉の旅路』本学図書館所蔵）。本書に

は、自ら番組で言葉を広めた経験をもつ筆者が、実際に芸人の話を聞き、文献調査な

ども行ってまとめた新語発生と伝播の軌跡が描かれている。さて、誰がどの言葉を広

めたのだろうか。 

 

国際共通語としての英語 

鳥飼玖美子 著 講談社現代新書（2011） 

本年１月に本学にお招きした鳥飼玖美子先生は、グローバル時代の英語にふさわし

いわかりやすい英語で国際地域学部の１年生に特別講義をしてくださった。日本人が

めざすべき「通じる」英語とは何か、知りたい人は読んでみてほしい。（本学図書館所

蔵） 
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国際地域学部 国際地域学科 黒田 俊郎 

『どこでもドアのかぎ』のために選書するとき、私は、自分の専門分野の本（政治

学とか国際政治とか・・・）は選ばないことにしているので（その理由は長くなるか

ら省略する）、今年もまたいつものように小説を何冊か挙げることにしたい。 

ドリナの橋 

イヴォ・アンドリッチ 恒文社 

昨秋、ボスニアに旅をして、帰国後、かねてから読みたいと思っていたイヴォ・ア

ンドリッチの『ドリナの橋』（恒文社）を古書店で入手し、一読、旅の想い出はますま

す味わい深くなった。セルビアとボスニアの境界を流れるドリナ川、その河畔の街ヴ

ィシェグラードの年代記である本書を繙くと、ある町の年代記という点では、ガルシ

ア＝マルケスの『百年の孤独』に相通じるものをもちながら、読後感は、むしろ北杜

夫の『楡家の人びと』に近かった。かつて三島由紀夫は『楡家』を絶賛し次のような

一文を認めたが、その評は、一字一句そのまま『ドリナの橋』に転用することが可能

であると私は思う。 

 

北杜夫『楡家の人びと』（新潮文庫） 

戦後に書かれたもっとも重要な小説の一つである。この小説の出現によって、日本

文学は真に市民的な作品をはじめて持ち、小説というものの正統性を証明するのは、

その市民性に他ならないことを学んだといえる。これほど巨大で、しかも不健全な観

念性をみごとに脱却した小説を、今までわれわれは夢想することもできなかった。あ

らゆる行が具体的なイメージによって堅固に裏打ちされ、ユーモアに富み、追憶の中

からすさまじい現実が徐々に立上るこの小説は、終始楡一族をめぐって展開しなが

ら、一脳病院の年代記が、ついに日本全体の時代と運命を象徴するものとなる。しか

も叙述にゆるみがなく、二千枚に垂んする長編が、尽きざる興味を以て読みとおすこ

とができる。初代院長基一郎は何という魅力のある俗物であろう。諸人物の幼年時代

や、避暑地の情景には、何というみずみずしいユーモアと詩があふれていることだろ

う。戦争中の描写にさしはさまれる自然の崇高な美しさは何と感動的であろう。これ

は北氏の小説におけるみごとな勝利である。これこそ小説なのだ。（三島由紀夫 評） 
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悪童日記 

アゴタ・クリストフ ハヤカワ epi文庫 

北杜夫が死んだ２０１１年に、アゴタ・クリストフもまた、唯一無二の傑作『悪童

日記』（ハヤカワ epi文庫）を残して死んだ。彼女の作品はこれだけ読めば良いと思う

し、これだけ読めば十分だとも思う。そして「白い文体と、研ぎすまされた蒼い光を

放つ刃のような結末をもった、完璧無比の作品」と評されたこの物語こそ、３・１１

後に最も読まれるべき一冊なのかもしれない。 
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国際地域学部 国際地域学科 水上則子 

見て見ぬふりをする社会 

マーガレット・ヘファーナン 河出書房新社 

「無関心な人」は実は共犯者なのだ。そう断じたのは、ソビエト時代のポーランド

系作家ブルーノ・ヤセンスキーでした。見ているだけで、関わりを持とうとしない人、

起こっている事態を止めようという行動を起こさない人は、実は加害者と同じなのだ

と。 

「見て見ぬふりをする社会」はノンフィクションですし、ここで題材とされている

のは、アメリカの金融詐欺事件や製油所の大事故、欧米のカトリック教会の児童虐待

事件、イギリス医学界の事件などで、ヤセンスキーの小説「無関心な人々の共謀」の

舞台となったスターリン時代の社会からは遠く離れています。しかし、これらの「見

て見ぬふり」の事例の中に登場する「普通の」人々、悪をなそうという意図などなく、

無関心であるがゆえに、あるいは、無関係でありたいと願ったがために、事態を止め

なかった「だけ」の人々は、ヤセンスキーのいう「共謀者」となんと似ていることで

しょうか。 

そして、この本を読んで強く感じたのは、自分もまた、いつ「無意識の共謀」には

まりこんでもおかしくない、ということでした。そうならないためのお手軽な解決策

は与えられていません。「見て見ぬふりは自分の意志で行われるもの（中略）という事

実を知ることが、我々にそれを変える力を与えてくれる」（第 12章）このことばを、

肝に銘じておこうと思います。 

なお、この本は「ほんぽーと」で借りたのですが、読み終わった後、手元に置いて

おかなければならない、と思って購入しました。本学の図書館にも近日中に入れてい

ただこうと思っています。 
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